
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 高めの尿酸値対策 a 

機能性関与成分名 ルテオリン 

表示しようとする

機能性 

本品には、ルテオリンが含まれるので、尿酸値が高めの方の尿

酸値を下げる機能があります。 

 

２．作用機序 

 

本品に含まれる機能性関与成分（ルテオリン）は下記に示す作用機序を介し

て尿酸値を下げる働きが期待できる。 

 

 ヒトの体内における尿酸合成には，プリン体の代謝において重要な役割を果

たす酵素であるキサンチンオキシダーゼ（XOD）が関与しており，XOD によって

プリン体であるヒポキサンチンからキサンチンへの変換およびキサンチンから

尿酸への変換が行われる 1, 2)。また，体内の尿酸値増加が原因である痛風およ

び高尿酸血症の治療薬に使用されているアロプリノールは，XOD の働きを阻害

することによって体内の尿酸値を低下させることが知られている 2, 3)。 

一方，ルテオリンには尿酸値を低下させる作用があるとされている。この作

用機構について，ルテオリンには XOD に対して競合的な阻害活性があることが

IC50 値の評価によって明らかになっている 4-6）。また，ルテオリンの XOD 阻害

活性は，植物に一般的に含有される他のフラボノイドに比べて極めて強いこと

が明らかになっている 6)。さらに，マウスを用いた試験によって，ルテオリン

には高尿酸血症を誘導した際に増加した XOD 活性を抑える働きがあることが明

らかになっている 7)。よってルテオリンの摂取によって XOD の働きが阻害さ

れ，体内で増加した尿酸値が低下すると考えられる。 

これらの知見から，本品に含まれる機能性関与成分を摂取することで XOD 阻

害活性による尿酸値の低下作用が期待できる。 

 

＜菊の花抽出物の作用におけるルテオリンの寄与率について＞ 

また，XOD 阻害作用について，ルテオリンを含む原料である菊の花抽出物中

におけるルテオリンの寄与率を確認した。菊の花抽出物の XOD 阻害活性を調べ

るとともに，本届出製品に配合される菊の花抽出物中のルテオリン含有量に値

する濃度のルテオリンの活性を調べた。その結果，図 1 に示すように菊の花抽

出物の XOD 阻害活性が約 34%であったのに対し，ルテオリンは約 47%であっ

た。この結果より，菊の花抽出物の XOD 阻害活性はルテオリンの活性によるも

のであると考えられ,菊の花抽出物中のルテオリン以外に本届出製品の表示し
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ようとする機能を示すものはないと判断できる。(添付資料，非公開データ) 

 

 

図 1. 菊の花抽出物およびルテオリンのキサンチンオキシダーゼ阻害活性 

平均値±標準誤差，n = 3 

ルテオリンの濃度は本届出製品に含有される菊の花抽出物中の割合に相当する 
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